
 

  

「地 域 活 動 ご紹 介 」  

（ 高 槻 自 慢 ト ー ク リ レ ー 参 加 ）  

■ 大 阪 府 高 齢 者 大 学 同 窓 会  

高 槻 機 関 紙 発 行  

 

 

 

■ 地 域 情 報 サ イ ト 作 成  

【第 ２回 高槻 自慢 トークリレー行 う！！】  

 上 記 の 例 会 を 9 月 2 5 日 （ 木 ）  

花 の 里 温 泉 「 山 水 館 」 で 講 師  

に 時 任 さ ん を お 迎 え し 、『 富 田 』  

を 中 心 に お 話 を い た だ き ま し た 。  

出 席 者 全 員 が 納 得 し た フ レ ー ズ 『 ロ ー カ ル な

視 点 』 を 持 っ て 物 事 を み る と い う 言 葉 が 非 常

に 印 象 的 で し た 。  

 そ れ は 、 後 世 に 我 々 が 引 き 継 い で い か な け

れ ば な ら な い 視 点 で あ る と も 確 信 し ま し た 。  

 豪 華 な 季 節 料 理・温 泉 に 浸 か り 1 5 時 に 解 散

し ま し た 。（ 後 日 小 冊 子 作 成 ）  

 

速報 ！ ！  

第 1 0 回 「 Ｎ Ｐ Ｏ 協 働 フ ェ ス タ 」 が

1 0 / 1 8 に 開 か れ 、高 槻 市 生 涯 学 習 センター

の展 示 コ ー ナ ー で は 、多 く の 団 体 の 活 動

を 知 る こ と が で き ま す 。我 々 も「 市 民 と

行 政 の 協 働 応 援 事 業 」と し て 参 加 し 、活

動 状 況 を 展 示 し ま す 。 ご 来 場 く だ さ い 。 

 

『高 碕 達 之助 没 後 50 周年記念 シンポジューム開催 』  

9 / 6 東 洋 食 品 工 業 短 期 大 学 で 「 高 碕 達 之 助 と そ の 時

代 」 開 催 さ れ ま し た 。 内 容 は 、 高 碕 達 之 助 翁 の 外 交 姿

勢 が 中 心 で 、基 調 講 演「 ア ジ ア の 中 の 高 碕 達 之 助 」「高

碕 達 之 助 と 戦 後 日 本 の 復 興 」 が 行 わ れ ま し た 。 高 槻 の

名 誉 市 民 に 関 し 、 こ の よ う に ど こ か で 話 題 に な っ て い

る こ と は 我 々 と し て も 嬉 し い こ と で は あ り ま す 。  

 

 

６号 
高槻名誉市民を 

語り継ぐ会会報 

『 人 生 観 』  

”仁 者 の心 を持 つ”  

自 分 の 仕 事 は 本 物 の 素 晴 ら し

い 書 を 残 す こ と だ が 、仁 者 の 心 を

持 ち た い と い う 願 い が あ る 。  

（ 高 槻 名 誉 市 民 ： 村 上 三 島 氏 ）  

平 成 2 6 年 1 0 月 3 日  

豪 雨 が お さ ま る と 噴 火 を お こ す 。 日 本 列 島 は 、 各 地 で 被 害 を 被 っ て い ま す 。

被 災 さ れ た 方 々 に 心 よ り お 舞 申 し 上 げ ま す 。  

先 日 は 、 高 槻 自 慢 第 2 回 ト ー ク リ レ ー が 開 催 さ れ 、 盛 況 の 中 、 幕 を 閉 じ ま

し た 。 懐 は 秋 風 が 吹 い て い ま す が 、 会 は 温 か な 暖 炉 を 思 わ せ る 内 容 と な り ま

し た 。  

皆 さ ま は 特 別 会 員 様 で す 。 末 永 く よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。（ 村 上 ）  

 

 

 

 

 

 


